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論 文 内 容 の 要 旨 
 カーボカウント法は糖尿病における食事療法の一つである。食物の中で最も急激な血糖上昇を来すのが炭水
化物であるという事実から食事中の炭水化物量を計算して糖尿病の食事管理に利用し、インスリン治療におい
ても炭水化物量によりインスリン量の調整を行う。欧米では一般的な調整法であるが、日本では未だ浸透して
いない現状である。これは、日本では食品交換表による栄養指導法が一般的であることや、日本食は欧米の食
事に比較して複雑である点などによると考えられる。しかし食前の超速効型インスリン量調整がカーボカウン
トで計算しやすいことから、日本でもカーボカウント法の重要性は高まってきた。今回我々は日本人1型糖尿病
患者においてカーボカウント法の有用性を検討したので報告する。 
１）１型糖尿病患者31名においてインスリン注射なしに炭水化物を含まない食品を摂取したが、食後3時間まで
は血糖上昇を起こさない事を確認した。 
２）１型糖尿病患者25名を対象とし、カーボカウント法によるインスリン投与で食後血糖を調整できることを
確認した。 
３）１型糖尿病患者34名の食事から炭水化物摂取量とインスリン量との関係を検討し、その比率（インスリン/
カーボ比）は500ルールより算出できる値より高い傾向を認めた。 
４）カーボカウント法を用いている18歳以上の１型糖尿病患者14名と年齢、性別、治療法をマッチさせた同法
を用いていない14名を比較したが、BMI、HbA1cに有意差は認めなかった。 
５）発症時よりカーボカウント法のみを用いた１型糖尿病患者13名と食品交換表のみを用いた患者17名につい
て発症後１年間のBMI、肥満度、HbA1cを比較したが有意差を認めなかった。 
 以上の結果より、日本人１型糖尿病患者においても糖尿病におけるカーボカウント法は有用であると考えら
れた。またカーボカウント法によるHbA1c、BMIへの増悪傾向は認めなかった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 カーボカウント法は糖尿病における食事療法の一つである。食物の中で最も急激な血糖上昇を来すのが炭水
化物であるという事実から食事中の炭水化物量を計算して糖尿病の食事管理に利用する。インスリン治療にお
いても炭水化物量によりインスリン量の調整を行うが、食品交換表による食事療法が一般的な本邦ではほとん
ど利用されていない。しかし、本法を用いることで１型糖尿病において自由度を持った食事療法、インスリン
治療を行えるものと考える。本研究の目的は本邦におけるカーボカウント法の有用性を検討したものである。 
１）１型糖尿病患者31名においてインスリン注射なしに炭水化物を含まない190kcalの食品を摂取した。食前血
糖値150.5±88.Omg/d1であり、2.91時間後の血糖上昇は1.29±56.3mg/dlとほとんど血糖上昇を認めず、食
前の超速効型インスリンの投与量は炭水化物量に最も依存することを確認した。 
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２）１型糖尿病患者25名を対象とし、カーボカウント法によるインスリン投与を行った結果、食前の血糖値の
平均値は144.8±82.0mg/d1、食後血糖値の平均値は178.4±94.5mg/d1であり目標血糖値（150mg/dl）との差
は28.4mg/dlであった。 
３）１型糖尿病患者34名の食事から炭水化物摂取量とインスリン量との関係を検討し、その比率（インスリン/
カーボ比）は1日総インスリン量と正の相関を認めた（相関係数r＝0.625, p＜0.01）。また、インスリン/カ
ーボ比は欧米で利用されている500ルールにより算出できる値より高い傾向を認めた。 
４）カーボカウント法を用いている18歳以上の１型糖尿病患者14名と年齢、性別、治療法をペアマッチさせた
同法を用いていない14名においてBMI、HbA1cをWilcoxonの符号付順位検定を用いて比較したが、有意差は認
めなかった。（BMI：p＝0.975、HbA1c：p＝0.220） 
５）発症時よりカーボカウント法のみを用いた１型糖尿病患者13名と食品交換表のみを用いた患者17名につい
て発症後１年間のBMI、肥満度、HbA1cを二元配置の分散分析と多重比較を行って比較したが有意差を認めな
かった。（HbA1c：p＝0.338,BMI：p＝0.418,肥満度：p＝0.133） 
 (1)～(3)の結果より、日本人１型糖尿病患者におけるカーボカウント法の有用性を認め、また(4)、(5)より
同法によるHbA1c、体重の増悪傾向を認めないことが判明した。本研究は本邦におけるカーボカウント法の有用
性を検討した初めての報告であり、今後の本邦における１型糖尿病の治療法に新たな方向性を示すものと考え
る。よって著者は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定された。 
